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接合具・部材の解説 ドリフトピン接合部

概要

　鋼板挿入 2面せん断型ドリフトピン接合部は、部材内に鋼板と接合具が納まり比較的見栄えが良く、意

匠や防火の観点から広く用いられている接合形式である。また、ドリフトピンはボルトと異なりハンマー等

で打ち込む接合具であることから木材の先孔を同径とすることができ、ボルト接合部に比べ剛性が高いこと

も特徴である。その剛性の高さから、トラスの端部接合部やブレースの端部接合部に用いられることが多い。

ドリフトピン接合部の設計は日本建築学会「木質構造設計規準・同解説」に基づいて接合具単体、複数本配

置の接合部の許容耐力及び弾性剛性を求めることが可能であるが、終局耐力や終局変位に関しては定量的に

示されていない。

　そこで、ドリフトピン接合部の終局耐力や終局変位に関する資料を提供することを目的とし、トラス端部

やブレース端部の引張接合部を想定し実験を行った。

　本データでは、ブレースとトラスを対象としたため、見栄えや納まり上の理由から集成材においては断

面を 180 × 180mmとしている。また、二次応力が発生した際の性能の確保を考慮し、集成材に加え B種

LVL のデータを収集した。B種 LVL については、180 × 180mmの集成材と同等の引張性能を確保できる

断面として 180 × 270mmとしている。

　また、本データシートでは、実験値に加えて計算値を以下の 2種類用意している。

① 計算値（木規準）：木規準の剛性及び接合部耐力と接合部実験の終局変位から導いた計算値

② 計算値（実験値）：木規準の剛性と接合部実験の終局耐力及び終局変位から導いた計算値

　これらの値は、ブレース耐力壁の構面の計算方法の提案にも用いるが（2.4）、接合部としては、各仕様に

おいて木規準で計算した結果と実験とでどの程度異なるのか（余力があるのか）を判断するための資料とし

ても用意した。
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